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ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

２０２５年 ３月 １０日 日本鉄道労働組合連合会 
 

 
 ＪＲ連合中国地協は２月 27日、福岡市内で「２０２５春闘学習会」

を開催し、加盟単組が２０２５春闘の取り組み対して意思統一を図る
とともに、人財の確保・定着を実現させるため、前年を上回る賃上げを

めざす決意を固めあった。 

主催者を代表してあいさつした石松大介議長（Ｊ

Ｒ西労組広島地本執行委員長）は、大きな成果を獲得

できたが社会情勢や物価上昇に追いつくことが出来

なかった２０２４春闘を振り返り、「２０２５春闘は

昨年以上の成果を獲得し、組合員の生活改善を実現

しよう」と述べるとともに、ジェイアール・イースト

ユニオンにおける組織拡大の実績を報告し、ＪＲ連

合への総結集を呼びかけた。 

学習会では、ＪＲ連合の住吉一家労働政策局長が２０２５春季生活闘

争方針を説明し、「ＪＲ連合の統一要求は世の中では最低水準であり、人

財の確保・定着を実現させるためにも各単組には積極的な上積みを検討

してほしい」と訴えた。 

その後、参加単組の代表者から各

単組の要求方針や課題を報告し、２

０２５春闘に臨む決意を共有した。 

最後に堂屋敷光副議長（ＪＲ西労

組岡山地本委員長）の閉会あいさつ

を受け、石松議長の団結ガンバロウ

で閉会した。 
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